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福祉安全・安心子育て教育 くらし

障
害
者（
児
）各
種
手
当
の
現
況
確
認

　
現
在
、
特
別
障
害
者
手
当・
障
害
児
福
祉

手
当・
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
へ
、
８
月
に
現
況
届
を
送
付
し
ま
す
。

　
提
出
期
限
ま
で
に
障
害
福
祉
課
に
書
類
を

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

８
月
10
日（
木
）〜
９
月
11
日（
月
）

手
当
の
案
内

▽
特
別
障
害
者
手
当

　

 

20
歳
以
上
で
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

　
第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
平
成

30
年
４
月
２
日
ま
で
で
す
。
早
め
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第

10
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
。

対 

平
成
27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦
没
者
の
妻
や

父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
に
、
以
下
の

た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
障
害
者
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

対
① 

身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級（
障
害
別
等

級
）の
異
な
る
身
体
障
害
が
重
複
し
て

い
る
人

　
② 

重
度
の
身
体
障
害
と
最
重
度
の
知
的
障

害
が
重
複
し
て
い
る
人

　
③ 

重
度
の
精
神
障
害
ま
た
は
最
重
度
の
知

的
障
害
で
あ
っ
て
、日
常
生
活
で
動
作・

行
動
が
著
し
く
困
難
な
状
態
に
あ
る
人

な
ど

▽
障
害
児
福
祉
手
当

　
 

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
が
必

要
な
障
害
児
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

対
① 

身
体
障
害
者
手
帳
の
１・２
級（
障
害
別

等
級
）所
持
者

　
② 

身
体
機
能
の
障
害
ま
た
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
あ
り
、

常
時
介
護
を
要
す
る
人

　
③ 

最
重
度
の
知
的
障
害
ま
た
は
精
神
の
障

害
の
あ
る
人
で
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
要
す
る
人

　
④ 

身
体
の
障
害
ま
た
は
重
度
の
知
的
障
害

も
し
く
は
精
神
の
障
害
が
重
複
し
、
そ

の
状
態
が
①
〜
③
と
同
程
度
と
認
め
ら

れ
る
人

　
い
ず
れ
の
手
当
を
受
給
す
る
場
合
も
在
宅

の
人
が
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
３
０
、
１
６
３

５

順
番
で
順
位
が
先
に
な
る
ご
遺
族
一
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

注 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

４
．
右
記
１
〜
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族（
甥お

い
、
姪め

い
な
ど
）

注 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
人
に
限
り
ま

す
。

支
給
内
容

▽ 

国
債
名
称

　
　
第
十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券   

い
号

▽
額
面
25
万
円（
５
年
償
還
）

問
健
康
福
祉
部
総
務
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
７
０

愛の献血にご協力を

時 ・場▽ ８月17日（木）10:00~12:00、
　13:00~14:00・守口市役所
　▽8月27日(日)10:00~16:00
　　イオンモール大日(守口ライオンズクラブ)
　日本赤十字社の活動は、皆さんから寄せられる
「寄付金」で支えられています。
　27日(日)は、献血会場で骨髄バンクドナー登
録ができます。
問健康福祉部総務課   ℡06-6992-1570

▽ ８月17日（木）10:00~12:00、

ハートラちゃん

ご協力ありがとうございました

　市でお預かりした義援金は、日本赤十字社
大阪府支部を通じて被災地へ全額届けていま
す。
　3月31日までにご協力いただいた人の名前
は次のとおりです（敬称略）。

▽平成28年熊本地震災害義援金
　喫茶あまみ・岡田尚子

　なお、東日本大震災、鳥取県中部地震、熊
本地震の各義援金は３月31日をもって受け
付けを終了しました。

今後の問い合わせ
問日本赤十字社大阪府支部
℡06-6943-0707

「九州大雨災害義援金」につい
て
　市では、７月５日からの大雨により被災さ
れた皆さんへの支援としての義援金の受け付
けをしています。
受付期間　８月31日（木）まで
場・問健康福祉部総務課
℡06-6992-1570

募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
、
な
い
人
と
の
心
の

ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
つ
づ
っ
た
作
文
や
、
障

が
い
者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
、
賞
状
な
ど
を

贈
呈
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対 

▽
作
文
＝
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
▽
ポ
ス

タ
ー
＝
小・中
学
生
の
み

提 

▽
作
文
＝
400
字
詰
め
原
稿
用
紙（
縦
書
き
）

を
小・
中
学
生
は
２
〜
４
枚
、
高
校
生
、

一
般
は
４
〜
６
枚
▽
ポ
ス
タ
ー
＝
Ｂ
３
画

用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
画
用
紙

（
縦
長
の
み
）

申 ・
問
９
月
６
日（
水
）ま
で
に
大
阪
府
福
祉

部
障
が
い
福
祉
室
障
が
い
福
祉
企
画
課
権

利
擁
護
グ
ル
ー
プ

℡ 

０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１

FAX 

０
６
・
６
９
４
２
・
７
２
１
５

募
集　

老
人
美
術
作
品
展
作
品

募
集
作
品・大
き
さ
な
ど

▽
絵
画
…
50
号
以
内
▽
書
道
…
１
．10
㎡（
12

平
方
尺
）以
内
で
縦
横
自
由
、
軸
表
装
ま
た

は
張
り
表
装
▽
写
真
…
四
つ
切
り
以
上（
組

写
真
は
四
つ
切
り
以
内
３
枚
以
内
）で
パ
ネ

ル
ま
た
は
額
装
▽
陶
芸
▽
俳
句
▽
手
芸
▽
短

歌出
品
点
数　
１
人
１
部
門
１
点
で
自
作
未
発

表
の
も
の

応
募
資
格　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

提 

８
月
28
日（
月
）〜
９
月
２
日（
土
）の
開
館

時
間
中
に
、
菊
水・
佐
太
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
持
参

老
人
美
術
作
品
展

時
９
月
８
日（
金
）〜
12
日（
火
）

場
・
問
菊
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
７
６
２
２

問
佐
太
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡ 

０
６
・
６
９
０
１
・
５
７
４
８

花
火
で
遊
ぶ
時
の
注
意
点

①
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
。

　
子
ど
も
は
火
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。
大

人
は
ち
ょ
っ
と
し
た
悪
ふ
ざ
け
な
ど
を
子
ど

も
が
真
似
し
な
い
よ
う
に
、
責
任
を
持
っ
て

一
緒
に
花
火
を
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

　
大
正
12
年
９
月
１
日
Ｍ
７
．９
の
地
震
に

よ
り
死
者
、
行
方
不
明
者
10
万
５
千
385
人
が

犠
牲
と
な
る
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
毎
年
９
月
１
日
を

「
防
災
の
日
」と
定
め
、
地
震
に
対
す
る
日
頃

か
ら
の
備
え
を
、
再
認
識
す
る
も
の
と
し
て

い
ま
す
。

　
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
以
下

の
点
に
留
意
し
て
、
日
頃
か
ら
地
震
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

強
い
揺
れ
な
ど
を
感
じ
た
ら
、
机
な
ど
の

下
に
身
を
か
く
し
、
座
布
団
な
ど
で
頭
部

を
保
護
す
る
。

▽ 

揺
れ
が
お
さ
ま
れ
ば
、
す
ば
や
く
火
の
始

末
を
す
る
。

▽ 

あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出
す
こ
と
な
く
、
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
。

▽ 

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
や
避
難
所
の
確

認
な
ど
、
日
頃
か
ら
備
え
を
す
る
。

▽ 

家
具
や
ロ
ッ
カ
ー
を
固
定
し
、
転
倒
を
防

止
す
る
。

▽
強
い
余
震
に
気
を
付
け
る
。

問 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
警
備

課
℡ 

０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
５

②
水
バ
ケ
ツ
は
絶
対
に
用
意
す
る
。

　
水
バ
ケ
ツ
は
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
を
し
っ

か
り
消
す
た
め
と
、
も
し
何
か
に
燃
え
移
っ

た
時
の
消
火
用
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
花
火

に
火
を
つ
け
る
時
は
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
か

ら
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ロ
ー
ソ
ク
の
火
か

ら
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

人
に
花
火
を
向
け
な
い
。
ま
た
周
囲
に
燃

え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
。

④
風
が
強
い
時
は
花
火
を
し
な
い
。

⑤ 

手
持
ち
花
火
ま
た
は
筒
な
ど
の
打
ち
上
げ

花
火
で
、
途
中
で
火
が
消
え
た
り
、
火
が

つ
か
な
い
場
合
は
絶
対
に
筒
の
中
を
覗
き

込
ん
だ
り
触
っ
た
り
し
な
い
。

問
守
口
消
防
署

℡ 

０
６
・
６
９
９
３
・
０
１
１
９

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文・

 

障
が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

特
別
弔
慰
金
の
申
請
は

 

お
済
み
で
す
か

もりトピ もりトピ


